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必由館高校改革について 

 

１ 改革の理念、三つの特色 

  素案で示した改革の理念及び三つの特色は、本市の教育理念の方向性と合致するも

のであり、当初案のとおりとする。[５月教育委員会会議で報告済み] 

改革の基本理念 
自ら考え、主体的に行動し、多様な人々と協働しながら、自らの

人生とよりよい社会を創造する力を育てる学校へと改革する 

三つの特色 

Ⅰ 「市立ならでは」の特色ある学校 

Ⅱ 探究的な学びを推進し、社会と積極的にかかわっていく学校 

Ⅲ 生徒が主体的に学校づくりに参画する学校 

 

２ 必由館高校の課題                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

・学校の特色や目的意識ではなく、偏差値（学力）や他律的な動機付けにより入学

した生徒は、高校生活での学習意欲や満足度等が低い傾向にある。 

・主体的に学ぶ意欲や態度を育むための取組が必要である。 

・学校内外の教育資源を最大限活用して特色・魅力ある教科横断的・探究的な教育

を実現することが必要である。 

 

３ これまでの経緯    

項目 現行 
教育委員会事務局案 

（令和３年５月報告内容） 
学校提案 

(令和３年１１月報告内容) 

教育理念 
校訓（至誠、進取、和
敬）に学び、魅力と特
色ある学校をめざす 

世界的視野と課題解決能力
を有するグローバル・リー
ダーを育成する 

文武両道の校風のも
と、多様な個性を尊重
しながら主体的に生き
る力を育成する 

募集定員 ３６０名 ２１０名 ３２４名 

学科 

コース 
 

※数は１学年

あたり、名称

は全て仮称 

○ 普通科  ９ｸﾗｽ 

・普通     ６ｸﾗｽ 

・国際コース  １ｸﾗｽ 

・芸術コース  １ｸﾗｽ 

・服飾デザインコース １ｸﾗｽ 

○ グローバル探究科 ５ｸﾗｽ 

 

○ 芸 術 探 究 科 ２ｸﾗｽ 

（音楽・美術・書道・服飾デザインの４コース） 

※両学科ともに専門学科 

※学科名は仮称 

〇 普通科   ９ｸﾗｽ 

・普通探究ｺｰｽ  ７ｸﾗｽ 

・芸術探究ｺｰｽ  １ｸﾗｽ 

・生活探究ｺｰｽ  １ｸﾗｽ 
 

※普通科としつつ、大学や企業、

自治体と連携した探究的な学び

を充実するもの 

※コース名は仮称 

学級 
編制 

40人学級 
 
 

30人学級 
 
 

36人学級 

※段階的に募集定員を減じる

ことについて継続的に検討 

報告２ 
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４ 令和４年度（2022年度）からの検討状況 

 ・令和４年（2022年）１２月の基本計画策定を見据え、改革の方向性について必由館

高校と学校改革推進課で改革案の検討を行った。［４月１４日］ 

 ・校内にプロジェクトチームを立ち上げ、プロジェクト会議を実施。（学校改革推進

課職員参加）[５月２４日、６月１０日、１６日] 

 ・校内プロジェクトチームにおいて目指す学校像や学科・コースの在り方に関する協

議を行い、協議内容については随時全教職員で共有。[６月１４日] 

・学科編成については学校案及び基本計画素案において違いはあるものの、学習内容

の方向性については、地域・大学との連携による実践的な学習、教科横断的・探究

的な学習を推進すること、また学級編成についても少人数学級を導入することにお

いて、両案、概ね一致していることを確認。 

・地域社会や日本、世界が抱える現代的な諸問題に積極的に関わり、社会の持続的発

展に寄与するために必要な資質・能力を育成するため教科横断的・探究的な学習が

重要であることを確認。 

・必由館高校においては設置学科を従来の「普通科」とは異なる「新たな普通教育を

主とする学科」とする融合案を提案していくこととした。[６月１６日] 

 

５ 「新たな普通教育を主とする学科」についての国の動き（普通科改革） 

高等学校設置基準・高等学校学習指導要領の一部改正により普通教育を主とする

学科として、令和４年（2022年）４月１日から設置が可能となった。 

 

 

 

 

 

 
 

「新たな普通教育を主とする学科」 

・一人一人の生徒にとって将来のキャリア形成に必要となる科目の学習機会が確

保されない状況を改め、総合的な探究の時間を軸に教科等横断的な学びに取り組

むなど、生徒が多様な分野の学びに接することができるようになる。 

・以下の取組が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

・制度的な裏付け 

 

   
（補足）専門学科：専門教科・科目⇒２５単位以上開設 

改正前 改正後 

新たな普通教育を主とする学科 

国の普通科改革の動き 

▶学校設定教科・科目⇒２単位以上開設 
▶学校設定教科・科目、総合的な探究の時間⇒６単位以上開設 

▶「学際領域に関する学科」⇒大学等との連携協力体制の整備 
コーディネーター(関係機関との連絡調整)の配置 

▶「地域社会に関する学科」⇒地域の行政機関等との連携協力体制の整備 

コーディネーター(関係機関との連絡調整)の配置 
▶「その他特色・魅力ある学びに重点的に取り組む学科」 

▶制度としての裏付けが付与される⇒国の補助制度 弾力的な教育課程の設定 
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６ 今後の方向性 

《設置学科》 

必由館高校においては設置学科を「新たな普通教育を主とする学科」とする。 

 

《学級編成》 

  少人数学級を導入 

 １クラス当たりの生徒数は３０人から３６人で引き続き検討する。 

 

《基本計画策定》 

   令和４年（2022年）１２月の基本計画策定に向け、引き続き協議・検討を行う。

この取組と並行して、「目指すべき学校像（スクール・ミッション）」、「学科編成」、

「教育課程編成」等も検討を進める。附属中学校設置についても並行して検討を進

める。 

 

《開校の時期》 

   令和６年（2024年）４月の開校を目指す。 

 

《見直しの仕組み》 

変化の激しい社会にあって、市民のニーズや高校卒業後の進路状況等を踏まえ、

今回の改編の効果を毎年度検証し、募集定員や学科・コースの在り方についても必

要に応じて見直す仕組みを構築する。また、学校内部で改革を推進する仕組みづく

りと事務局の支援体制もあわせて検討する。 
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